
はじめに
　昨年度の光明図書館元年から引き続

き、今年度も読書活動充実事業の研究

指定校（３年次) として蔵書整備・貸

出機能を強化し、読書活動の充実から

言語能力の向上を目指した取り組みを

行っています。

東京都特別支援学校読書活動
研究会の立ち上げ

（1） 設立の経緯
　東京都教育委員会指導部特別支援

教育指導課は、2017年度から2020年

度まで東京都特別支援教育推進計画

（第二期）・第一次実施計画に基づく

「言語活動及び読書活動の充実事業」

において、読書活動の研究推進をして

きました。その一翼を担ってきた研究

指定校の中から、光明学園、鹿本学園、

八王子東特別支援学校の３校が運営母

体となり、本事業の研究成果を基に、

さらに実践研究を積み重ね、全都立特

別支援学校の読書活動の充実と発展を

目指して研究活動を進めるために設立

しました。

（2）研究会の目標
　障害のある児童・生徒にとっての

「読書習慣の習得」、「学習の基盤とな

る資質・能力の育成のための読書活動

の推進」、「特別な配慮を必要とする子

供の読書環境整備の推進」、「読書の質

の向上」の観点から、特別支援学校に

おける読書活動の在り方を研究します。

（3）研究会の活動
　研究会には、当学園の読書活動推進

チームが参加しています。第１回は、

2021年８月３日に光明学園で開催し、

都内25校40名が参加しました。各校の

実践発表から読書活動推進の具体策を

共有できました。２学期末にも都内特

別支援学校で開催され、当学園ではこ

の研究会の成果報告を2022年２月５日

光明学園第5回全国公開研究会で発表

する予定です。

光明学園の読書活動
（1）読書活動推進チームの発足
　研究・学習指導・情報・図書・司書

教諭・国語科などから読書活動推進
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チームを構成し推進しています

（2）貸出・返却を電子化したシステム
の導入
　今年度は、電子化したシステムで貸

出・返却が本格的に行われています。

フリーソフトウェアを用いて、各児童・

生徒に個人貸出カードを発行し、図書

にバーコードを貼りました。

　貸出の際には、①自分のカードを読

み込む→②図書のコードを読み込む流

れで操作手続きが終了という手順です。

　バーコードのシステムで、子どもた

ちが一人でまたは支援を受けて貸出・

返却ができるようになりました。

（3）読書推進月間と表彰
　学期ごとに読書推進月間を設定し、

たくさん本を読んだ子どもを表彰し読

書活動への意欲を高める活動を行って

います。

　読書月間は、６月・10月・２月の年３

回行います。表彰は、学期末に行います。

（4）図書カード

（5）マルチメディアDAISY図書の活用
①お話宅急便　電子図書の活用

　生徒がおすすめのお話を選んで電子

図書（マルチメディアDAISY図書）で

紹介する活動です。

　お昼休みを利用して読書活動を推進

し、司会進行など生徒が行っています。

校内で好評な活動で、小学部の子ども

たちはこの取り組みを楽しみにしてい

ます。毎回、たくさんの子どもたちが

視聴しています。現在は、中学部の子

どもたちが中心的に活動を行っており、

他学部に活動を拡がることに期待して

います。
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②GIGAスクールの端末に、わいわい

文庫（ブルー版）のインストール

　小学部と中学部に配布されたiPadに、

わいわい文庫のブルー版のお話をイン

ストールしました。家庭と学校の連携

を深め、読書活動が活発になることに

期待しています。

（6）お話の木　図書の紹介会活動
　各学部の子どもたちが参画し、読書

推進月間に読んだ本の感想などをメッ

セージカードに記入して掲示していま

す。視覚的にどの学部がどんな本を読

んでいるか啓発できる活動です。学期

ごとにお話の木に各学部で色分けした

葉っぱや果物などのカードにメッセー

ジを書いて掲示します。

（7）オリジナルP
ポ ッ プ

OPと「ポップコンテスト」
の活動
　子どもたちがおすすめの本のPOPを

作成し、優れた作品に賞を与え、読書

活動への意欲を高める活動です。研修

会でPOP作りとはどういうものか教員

が学び、子どもたちの活動に還元して

います。

　また、鹿本学園とPOPを交換して子

どもたちが投票を行い、優れたPOPを

表彰しています。他校との読書活動の

交流は、子どもたちにとっても教員に

とってもいい刺激が得られる活動に

なっています。
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（8）図書だよりの発行 （9）図書館を家に持ち帰ろう
　長期の休みの期間や入院する生徒に、

マルチメディアDAISY図書を貸し出す

活動を行っています。読み聞かせ機能

があるので、一人でお話を聞くことが

できます。iPadの中にたくさんの本

が入っているのでとても便利で病院で

も衛生的でコロナ禍の中でも活用でき

るものです。学校での読書活動が家庭

でも継続でき、卒業後の生涯学習とし

て読書がつながるきっかけになってい

ます。

まとめ
　当学園の読書活動は、つぎのことを

ねらいとしています。
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① 子どもたちの自主的・自発的な学

習活動や読書活動の充実を図る。

② 子どもたちが自ら本を探求・選出

する力を育む。

③ 子どもたちが本の魅力を伝えあう

活動を通して、知的好奇心や学習意欲

につなげる。

　この読書活動のねらいは、この活動

が推進される先に、子どもたちの言語

活動能力が向上することにつながると

考えます。

　新学習指導要領の改訂をふまえて言

語活動の充実が求められています。言

語は知的活動の基盤であると共に、コ

ミュニケーションや感性・情緒の基盤

であり、豊かな心を育むうえでも、言

語に関する能力を高めていくことが重

要であるとしています。このことから

も読書活動を推進し、生徒の思考力・

判断力・表現力などを育む観点から言

語に対する関心や理解を教員間で深め

ながら言語環境を整える取り組みを継

続していきたいと考えています。今後

の読書活動の推進に向けて、発達段階

や生活年齢を考えながら、①多くの本

に親しみ読書の幅を拡げる、②内容に

共感したり将来のことを考えたりする

きっかけになる読書活動、③知的興味

に応じた幅広い読書など効果的な取り

組みの検討や児童・生徒間で本を薦め

あうなど、さらに読書への関心を高め

る取り組みを充実させることや情報環

境を整えることなどを検討し、読書活

動から言語能力の向上を目指す実践を

進めていく予定です。　
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